
第３学年 保健体育科 
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２ 体育分野の領域及び内容の取扱い 

 下記の各事項は，各領域及びその内容である運動種目等について，その履修の仕方を示したもので

ある。第３学年では，「Ａ体つくり運動」及び「Ｈ体育理論」については，全ての生徒に履修させる

こととし，その他の領域については，「Ｂ器械運動」，「Ｃ陸上競技」，「Ｄ水泳」及び「Ｇダン

ス」のまとまりの中から１領域以上，「Ｅ球技」及び「Ｆ武道」のまとまりの中から１領域以上を選

択し履修することができるようにすることとしている。 

 第３学年で選択した領域について自主的に取り組むことができるよう配慮することが大切である。 

領域及び領域の内容 ３年 内容の取扱い 

【Ａ体つくり運動】 必修 ア，イ必修（７

単位時間以上） 

「Ａ体つくり運動」のアの運動について

は，「Ｂ器械運動」から「Ｇダンス」まで

においても関連を図って指導することがで

きること。 

ア 体ほぐしの運動 

イ 実生活に生かす

運動の計画 

【Ｂ器械運動】 Ｂ，Ｃ，

Ｄ，Ｇ，か

ら①以上選

択 

ア～エから選択 「Ｂ器械運動」の運動については，第３学

年においては，アからエまでの中から選択

して履修できるようにすること。 

ア マット運動 

イ 鉄棒運動 

ウ 平均台運動 

エ 跳び箱運動 

【Ｃ陸上競技】 ア及びイのそれ

ぞれの中から選

択 

「Ｃ陸上競技」の運動については，ア及び

イに示すそれぞれの運動の中から選択して

履修できるようにすること。 

ア 短距離走・リレ

ー・長距離走又

はハードル走 

イ 走り幅跳び又は

走り高跳び 

【Ｄ水泳】 ア～オから選択 「Ｄ水泳」の運動については，第３学年に

おいては，アからオまでの中から選択して

履修できるようにすること。な 

水泳の指導については，適切な水泳場の確

保が困難な場合にはこれを扱わないことが

ア クロール 

イ 平泳ぎ 

ウ 背泳ぎ 

エ バタフライ 

(1) 運動の合理的な実践を通して，運動の楽しさや喜びを味わい，生涯にわたって運動を豊か 

  に実践することができるようにするため，運動，体力の必要性について理解するとともに， 

  基本的な技能を身に付けるようにする。 

(2) 運動についての自己や仲間の課題を発見し，合理的な解決に向けて思考し判断するととも 

  に，自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。 

(3) 運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組む，互いに協力する，自己の責任 

  を果たす，参画する，一人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てるとともに， 

  健康・安全を確保して，生涯にわたって運動に親しむ態度を養う。 



オ 複数の泳法で泳

ぐ又はリレー 

できるが，水泳の事故防止に関する心得に

ついては，必ず取り上げること。 

【Ｅ球技】 Ｅ，Ｆ，か

ら①以上選

択 

ア～ウから②選

択 

「Ｅ球技」の運動については，第３学年に

おいては，アからウまでの中から二を選択

して履修できるようにすること。また，ア

については，バスケットボール，ハンドボ

ール，サッカーの中から，イについては，

バレーボール，卓球，テニス，バドミント

ンの中から，ウについては，ソフトボール

を適宜取り上げることとし，学校や地域の

実態に応じて，その他の運動についても履

修させることができること。 

ア ゴール型 

イ ネット型 

ウ ベースボール型 

【Ｆ武道】 ア～ウから①選

択 

「Ｆ武道」の運動については，アからウま

での中から一を選択して履修できるように

すること。なお，学校や地域の実態に応じ

て，空手道，なぎなた，弓道，合気道，少

林寺拳法，銃剣道などについても履修させ

ることができること。 

ア 柔道 

イ 剣道 

ウ 相撲 

【Ｇダンス】 Ｂ，Ｃ，

Ｄ，Ｇ，か

ら①以上選

択 

ア～ウから選択 「Ｇダンス」の運動については，アからウ

までの中から選択して履修できるようにす

ること。なお，学校や地域の実態に応じ

て，その他のダンスについても履修させる

ことができること。 

ア 創作ダンス 

イ フォークダンス 

ウ 現代的なリズム

のダンス 

【Ｈ体育理論】 必修 

 

(1)第３学年必

修 

（３単位時間以

上） 

 

(1) 文化としてのス

ポーツの意義 

 

３ 評価の観点の趣旨 

観点 観点の趣旨 

知識・技能 

選択した運動の技の名称や行い方，体力の高め方，運動観察の方法，スポー

ツを行う際の健康・安全の確保の仕方についての具体的な方法及び文化とし 

てのスポーツの意義についての考え方を理解しているとともに，選択した領

域の運動の特性に応じた基本的な技能を身に付けている。 

思考・判断・表現 

生涯にわたって運動を豊かに実践するための自己や仲間の課題を発見し，合

理的な解決に向けて，課題に応じた運動の取り組み方や目的に応じた運動の

組み合わせ方を工夫しているとともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝

えている。 

主体的に学習に 

  取り組む態度 

運動の楽しさや喜びを味わうことができるよう，公正，協力，責任，参画，

共生などに対する意欲をもち，健康・安全を確保して，学習に自主的に取り

組もうとしている。 

 


